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初めに
•信長に関してはこの十年ほどで研究が大きく進み、旧来のとらえ方が出来なく
なってきている。そこでの信長は、全国制覇を目指した天才ではなく、普通の為
政者だったとされる。

•私も同じ立場をとるが、その視点で桶狭間の戦いまでの若き信長の姿を考え
てみたのが拙著『若き信長の知られざる半生』である。ここではこれまでとは全
く異なる信長や尾張の姿を描いたつもりだ。そこで本日はこの本に従って桶狭
間の戦いの新説を解説する。

基本的な考え方
•一昔前は、海道一の弓取りとされる強大な戦国大名川義元が、上洛の大軍を押
し進め、これに弱小国尾張の若き大名である信長が、小兵でもって奇襲攻撃し
て義元を討ち取ったとされるが、流石に今は、これを主張する人はいない。

•義元領国と信長尾張の国力は拮抗しており、特に前年に上洛を果たして、信長
は尾張守護とも言えるほどの地位と経済力、そして軍事力を持っていた。それ
は当然義元も知るところであり、そうした信長の反撃に備えて総力で出陣して
きたというのが、実情であろうと考える。





尾張と他国の国力の差→
裕福な尾張
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当時は海が内陸に入り込んでいて、大高城も鳴海城も海（伊勢湾）沿いにあった。このあたりはほとんどが低い山で、平地は山と山
の間に僅かにあるだけ。東南へ山を超えると衣浦湾となり豊明市の国道1号線あたりまで海が入り込んでいた。
東海道は江戸時代に整備されたもので、桶狭間の戦いの頃にはまだ細い獣道（閑道）があるだけだった。有松は江戸時代になって
から人工的に作られた集落で、この時代にはなかった。
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重要なポイント

•領地の少ない今川は東国の論理で、西に領土を拡張しようとした。

•身分の高い今川一族は尾張国内にも勢力を持っていた。

•信長は天皇からの停戦勧告を破って戦いを始め「大うつけ」と呼ばれた。

•信長は約十年間の過酷な実戦経験を積んだ。

•信秀のような傭兵部隊ではなく、親衛隊（職業戦闘兵）を養成した。

•国内の敵は親今川勢だった。

•三河の反今川勢を支援した

•二年前には、尾張へ侵攻した今川勢の大半を追い返し、守護まで追放して尾張の主というポジションを確保した

•上洛して将軍を助けることを決意した信長は、今川を追い出すため、決着をつけるべく、桶狭間の戦いを仕掛けた。
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「桶狭間の戦い」は織田方の史料がほぼ皆無という状態。
唯一信頼できる史料として位置づけられているのが『信長公記』。
特に「天理本」の首巻部分が、2014年に『愛知県史資料編14』で「陽明本」と比較できる形で紹介されるようになったのは大きい。

最も古い形態と思われる天理本とは
天理本には他の『信長公記』とは異なる記述がたくさんある。他の信長公記にはなく、天理本にしか書かれていないことで、事実
に合致することがたくさん記載されているため、天理本は信頼に値するといえる。
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天理本と三河物語のみを参考にすること
天理本だけではわからない部分を考える上で参考にするのは『三河物語』だ。同時代の、しかも松平側が書いた貴重な資料とし
て、徳川史感を排して慎重に読みたい。この二冊は、江戸初期に書かれており、戦いの記憶が残る人が存命だった時代の著作物だ
から、ベースとなる史料にすべきだろう。その『三河物語』の記述を読むと、義元は大高城へ入ったとしか思えない。

同時代ではない文献を参照しない
100年も経っていない太平洋戦争の話は、現代でも絶対的な事実がわからない。したがって江戸時代中期以降に書かれた研究
書の類は参考にしないことが重要と考える。特に明治初めに日本陸軍が書いた『日本戦史』はでたらめと断定したい。
なお、天理本をベースに書かれたと思われる『甫庵信長記』は参考程度として、慎重に扱う。

江戸時代、義元大高城入りは知られていた
江戸時代、山崎真人の『桶狭間合戦記』（一八〇七年）が出るまでは、『三河物語』が読まれていただけに、義元が大高へ行ったと
いう説が、割に知られていたようだ。が、それを山崎がこの本で否定して以後、語られなくなる。

一説に此十八日、義元大高へ行き、即ち、大高の城にて評儀有て丸根・鷲津の両城を攻落し、其後、桶狭間山の北に陣取給ふとい
へ共、此説非なり、義元此時、大高に有て丸根・鷲津の両城を攻取りなば、鳴海ハ程近かけれハ、善照寺辺の砦々を攻るに手寄も
よく、夫より熱田表へ進発も順路なり、其上、 敵地に入て用心二も直に大高の城二在陣してよかるべきに、又跡へ戻り桶狭間山の
中に野陣せし事、其理、曽て心得がたし、此説、尤非なり、

山崎は義元が桶狭間へ後退したと考えられなかったため、大高へ入ったことを否定した。この頃には豊明の古戦場伝説地が合戦
場所・義元討死場所とされるようになっていたことも大きいだろう。



新説であれば信長の演説を説明できる

「みなよく聞くように。あそこに見える敵勢は、昨夜の夕方に食事をしただけで、一晩かけて大高まで行軍して兵を入
れたうえ、今朝は鷲津・丸根という二つの城攻めを行って骨折りし、青息吐息で、くたびれている敵ではないか。味方
はまだ一戦もしていない新手であるぞ。

それだけではない、兵数が少ないからと言って大軍を恐れるな、運は天にある。次のような戦訓を知らないか。味方
が攻撃していけば敵は退く。敵が退いたらそれに付け込み敵に密着して離れるな。 かさにかかって攻め立てよ。こう
すれば必ずや敵をひねり倒し、追い崩すことができるのは言うまでもない。

一切分捕りをしてはならない、この戦いに勝ったならば、この場に参陣した者は家の名誉である。末代までも功名が
鳴り響くのだ。ただただ各々力を尽くせ」

ᵆ · ᶗᴲᵡᶍ ᶎ ᶊ ᶃᵪᶑ ᶡᵸᵪᶨ ᶩ ᶗ ᴲ ᴴ ᶊᶅ Ḻ ᵶᶅ ᵾ
ᶪ ᴲᵲᶉᵾḗ ᴲ ḓ᷿Ḏ ḳᴹ᷈Ḑ Ḻᴲ◖ᶎ ꜟ ᴲ ḗ ᵪᴹᶨḗ╥ᴲᶑᵪᶎ╥ ᴲ 
ꜟ סּ᷿ ∏Ḗ ᴲ╗ ⌡סּ ᴲ ᶊ ᶀᶋᶫᶎ ᶗ ᵾᶪ קּ ᴲ סּ ᵇ
֩ ᶧᶩ֪

•この演説は正面攻撃説などこれまでの諸説で説明がつかない。信長の勘違いとか、兵を鼓舞するための方便だと
か言われているが、クライマックスシーンでそんなことを『信長公記』が書くとも思えない。この演説は正しいとして
考え、説明できる全容を考える必要がある。



桶狭間の戦いの新説、その骨子
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１ 義元は信長に囲まれた大高城を後詰（救援）するため、必勝体制の大軍でやってきた。

２ 義元は元康（家康）とともに前日に大高城に入り、砦を巡見した。

３ 戦い当日、義元は漆山に本陣を置き、夜明けに鷲津・丸根砦を攻めさせた。

４ 2つの砦を落としても信長が現れないので、三河への撤退を始めた。

５ 義元は織田方目前を威嚇しながら鳴海～桶狭間道を桶狭間に向かって撤退し始めた。

６ 義元が高根山に着いた時、信長が善照寺砦に到着した。

７ 先行していた佐々・千秋隊が撤退を遅らせようと襲撃したが完敗した。

８ 義元が信長の攻撃はないと判断し、一隊を残して高根山を下り、桶狭間の高所に移った。

９ 攻撃を決めていた信長は、制止を振り切って、中島砦を出陣した。

10 信長が高根山の裾野まできた時、ゲリラ豪雨となり、義元勢は大混乱した。

11 信長はこれを戦機と判断し、豪雨にまぎれて閑道（後の東海道筋）を進み、義元本陣右翼へまわりこんだ。

12 雨が上がったと同時に、北から義元勢に突入し、東の義元本陣を発見し襲った。

13 短時間の戦いで義元は討ち取られ、今川勢は敗走し、信長が勝利した。
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沓掛城のある沓掛村から二村山を超えて相原村、鳴海村を通り熱田神宮方面へ
向かう鎌倉街道。信長の時代になるとこの道は二村山に登らず、裾野の濁池の北
あたりを通ったようだ。
大高道。これは沓掛から南の阿野へ進み、そこから西に向かい、桶狭間を経て大
高へ進む。
鳴海から大高に行くには中島まで進んで海沿いに海岸の道（丸内古道）を進む
か、中島の南、漆山の西の谷筋から緒川道（小川道）で丘陵を超え大高道へ出るか
だ。
鳴海から桶狭間へ行くには中島から現在の東海道筋を少し進み、長坂道で高根
山の峠を越えて行くしかない。道はこれだけで、人馬や物資の多い大軍勢となれ
ば、これらの道を通るしかない。

道を閉鎖するための砦
鷲津砦と海で丸内古道を塞ぎ、大高城の南側では氷上砦がその役目をする。大
高道と小川道は丸根砦と正光寺砦で塞ぐ。つまり重要なのは正光寺砦で、これと
丸根砦の二つがないと大高道と小川道の封鎖はできない。天理本以外の信長公
記では正光寺砦が出てこないので、大高城は封鎖できない。天理本が正しいのは
ここのことからも明白だ。

乱捕りできるような村はなく、人もいない
今川軍は乱捕り（敵地を襲って略奪すること）をしていて、そこを突かれたとい
う説があるが、数千もの今川軍が乱取りできるほどの村はなく、乱取の伝承もな
い。裕福な村は存在しなかった。ほとんど丘陵で耕作の難しい土地だからだ。
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新説・義元は大高城から漆山へ
『三河物語』には「義元は知立よりだんだんに押し出して大高へ行き、敵の砦を巡検し、ちょっと長く打ち合わせをして、
では攻め取ろう、元康がやれと決めた」とある。この巡検と評定は18日に行われたことになる。上洛や尾張制圧ではな
く大高開放が義元の目的だとしたら、三河物語のこの記述は理解できる。わざわざ沓掛城に入らなくてはならない理
由はない。つまり義元は元康の兵糧入れに続いて、自らも大高城へ入って、戦況を確認したのだった。そして信長方の
砦を巡検し、翌日の攻撃を決め、作戦全体を決めた。
その作戦とは、翌朝、元康らが砦の攻撃を始めれば、救援するため鳴海方面から信長の援軍が来るはずゆえ、その援
軍を義元本隊が阻止し、信長本人が来るならそれを討ち取ろうというものだった。

‰ ΤϣḮ₢↔ʺ ↔Ϭᾋϥ



そこで当日夜明け前に、義元本体は砦の攻撃開始より早く大高城を出て、小川道へ進み、鳴海方面が一望できる漆山に本陣を置
いた。ここなら信長たちが来れば迎え撃てる。

夜明けから鷲津・丸根両砦の攻撃が始まって、午前８時頃には両砦は陥落したようだ。ところが援軍の信長は来ない。義元はしば
らく漆山に留まったが、信長が来ないため、次の動きを考えていた。おそらく午前１０時頃だろう。

ψ⌡ϣϦο╦ה τσμοΜϥʻựΜχΥ ‰ χה῝



新説・戦慣れした信長は前夜から
戦いを公言していた
決戦前夜の18日夜だが、天理本によれば軍議が開かれていた。家老衆は
籠城論を出したが、信長は国境で一戦を遂げると明確に宣言している。

天理本以外では、信長が決戦を行うといいつつ何の作戦も示さなかったの
で、家老衆が呆れたと書かれているが、天理本ではそのあとに酒を出し、芸
人も入れて大宴会が催されたことが書かれている。

『三河物語』には義元が度々長時間の軍議を行ったと書かれている。そして
歴戦の三河武士と思われる石川六左衛門尉を呼び出して意見を聞いた事も
書かれている。

六左衛門尉は「敵の数は少なくない。こんな長評定はしていてはよくない。
良い結果になるはずがない。すぐ動くべきだ」と言ったようだ。このように義
元は戦場慣れしているとはいい難い状況に思える。

義元がこういう状態であることは、長年今川勢と戦ってきた信長には、あ
る程度わかっていたと考えたい。動きさえつかめれば、少数の自軍でもそれ

なりの勝機があると考えていたのだろう。
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ᴴ ᶍ ᵬ
ᶎ ᵫ ᶀᵾᶇᵣᵥ ᶨᵺᶆ ᶱ ᶝᵸᴳ ᵫᵡᶪᵲᶇᶱ ᶩᶉᵫᶨ ᶎⱪ ᶱᵶᶅᵣᵾᵮᶨᵣᶉᶍᶆᴲᵲᶫᶎ

ᶩᵿᶬᵥᴳ ᵰᶍ ᶊ ᵫ ᵬ ᵶᵾ ᶨᵺᶎᴲ ᶆ ᶝᶆ ᵬᴲ ᶊᶎ ᶊ ᶮᶂᵾᶎᵹᵿᴳᵲᶍ
ᶆ ᵫ ᶊᵣᶪᵲᶇᶡ ᵫᵡᶂᵾᵿᶬᵥᴳ

ᶊ ᶆ╗ ᶱ ᵱᶪᶇ ᶂᶅᵡᶪᶍᶆᴲ ᶊ ᶲᶆᵣᶪ ᶍ╢ᶎᴲ ᵪᶨ ·ᵫᵼᶫᵽᶫ ᶗᶇ
ᵪᶂᶅᵣᶪᶎᵹᵿᴳ ╢ᶱ ᶠᶅᵪᶨ┌ ᵸᶪᶉᶈ ᵿᴳ
ᵣᵮᶃᵪᶍ ᶆ ᶱᵶᶉᵫᶨ ᶊᶎ ᵪ 1ʝ2᷂ḵ ᶫᵾ ᴴ ᶍ ᶝᶆ ᵣᵾᴳᵼᵶᶅ Ɫᵶ
ᶊ ᶆ6᷂ḵ ᶍ ᵪᶨ ᵫᶪⱶᶱ ᵶᵾᴳ

ᵪᶨᶎ ᶆ ᶗ ᵪᵥᵫᴲ ᶥᵧ ᵶᵾ ᶍּזᶍ ᶎ ᵧᵹ ᶍƎ ᶆ 10᷂ḵᶱ ᵭ
ᶆ┌ ᵶᵾᴳᶝᵹ זּ ᶊ ᶂᶅ ᶱ ᵬᴲᵴᶨᶊ ᵪᶨ ᶝᶆᵫ╗ ᶆᵬᶪ ᶗ ᶂᵾᶍᵫ 1Ǝ1
∞ᵿᶬᵥᴳ ᶍ ♩ ᶎᵸᶆᶊ ᶇᵼᶍ ᶍ ᶊ ᶝᶂᶅᵣᵾG

ⱬ↔Τϣχ



ᴴ ᶎ ᶱ ᶠᵾ
ᵴᶅ ᶍ ᵿᵫᴲ 10 ᵳᶬᶝᶆ ᶆ ᵫᶣᶂᶅ ᶪᶍᶱ
ᶀ ᵧᶅᵣᵾᵫᴲ ᴴ ᶍ ⱱᶊ ᵶᶅᵲᶉᵣᴳ ᶎ ᶊ
ᶀᴲ ᶇᵶᶅᶎ ᶍ ᶎ ᶊ ᶮᶂᵾᴳ
ᵼᵲᶆᵩᵼᶨᵮᶝᵾ ᶱᵶᵾᶍᵿᶬᵥᴳᵼᵶᶅᴲ ᶱ ᵷᶅᵩᶨᵹᴲᶝ
ᵾ ᵪᶨᶍ┌ ᶆ ᵶᶅᵣᶪᵲᶇᶡᵡᶂᶅᴲ ᶆᶍ ᶱ ᶠᵾᴳ
ᵲᶍ ᶉᶨ ᶪᵣᵥᶀᶊ ᶗפֿ ᶫᶪᴳᵼᵶᶅᵲᵲᵪᶨᶎ ᶍ
ᶍ ᶈᵩᶩᶊᴂ ᵇᶱ ᵲvᶇᶊᶉᶂᵾᴳ
ᶝᵹ ᶍᵣᶪ ᵫ ᶱּזᶩᶅᴲ Ɫ Ⱳᵣᶊ ᶗ ᶞᴲ
ᶱ ᶂᶅ ᶍ ᶝᶆ ᵬᴲᵲᵲᶱ ᶇᵶᶅ ᶱ ᵶᶉᵫᶨ

ᶍ ᶱ ᵰᶪᵲᶇᶊᶉᶂᵾᴳd פֿ ᶆeᶡ ᶚᶈᶍ
♥ ≢ᵫᵆ ᵮ ᶗפֿ ᶨᵺᶅᵮᶫᶇ ᶂᶅ ᶱ ᶠᶅᵣᶪᵥᶀᶊᴲ
ᵫ ᶊ ᵫᶂᶅᵬᵾᴳᵼᶫᶱ ᶅ ᶂᶅᵣᵾ ᶡ ᶊᶇ ᵮbᶇ ᵪ

ᶫᶅᵩᶩᴲᵲᶫᶱ ᶊ ᶠᶏ ᵿᶂᵾᶇᵣᵥᵲᶇᶊᶉᶪᵿᶬᵥᴳ
ᵫᶣᶂᶅᵬᵾ11 ᶎᴲ ᶎ2.5 ᷂ḵᶚᶈ ᶫᵾ

ᶝᶆ ᵣᶅᵩᶩƎ ᶩᶍ ᵫ ᵶᶅᵣᶪᶇᵲᶬᵿᶂᵾᴳ
ᵲᵲᶆ ᶠᶅ ᵫ ᵬᶪᴳ ᵫ ᶊ ᵾᶍᶆᴲ ᶊᵣᵾ
ᶆᵡᶬᵥ ·ᴴ 3ʝ00 ᵫ ᶱ ᶠᵶᶧᵥᶇ ᶍ ᶊ ᵣ
ᵪᵪᶂᵾᴳᵶᵪᵶ ·ᴴ ᵫ ᶀ ᶨᶫᴲᵲᶍᶎ ᵫ ᴳ

ᵪᶨᵼᶍ ᵣᶍ ᶱ ᶅᵣᵾ ᶎ ᶒᴲ ᶱֿכᶂᵾᶇ
ᶎ ᵮᴳ ᶍ ᶊᵩᵰᶪ ᶠᶅᶍ ᶥᵧᴲ ᵫ

ᶕᶍᶎ ᶆᵬᶪᶇᵲᶬᵿᴳ
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ᴴ ᶎ ᶊ
ᶍ ᶆ ᶊᵲᶍ ᵣᶱ ᶅᵣᵾ ᶎᴲ ᶱ ᶗ┌ ᵴᵺᶧᵥᶇᵶᵾᴳᵸᶪᶇּק ᵫᴲ ᶗᶍ

ᶎ╗ ᶆᴲ ᶍ ᵪᶨ ·ᶍ ᶉᵣ ᵫ ᵿγᵪᶨᴲᶇ ᶊ ᶠᶧᵥᶇᵶᵾᴳ
ᶎ ᵪᶨ ᶍ ♩ ᵿᵰᶆ ᵥᶃᶡᶩᶉᶍᶆᴲ ᶨᶫᶪᵲᶇᶉᶈ ᶊᵺᵹᴲ ᶱ ᶗ┌ᵶᵾᴳ ᵾᶀᵪᶨᶎ

ᵧᵿᶂᵾᵫᴳd פֿ ᶊeᶎ ♥ ≢ᵫ ᶒ ᵴᶫᶅᵆ֩ ᶍ ᶍᵡᶉᵾᶊ ᵮᵫ֪ ᵧᶅᵣᶪᵡᶍ ᶊḌḷḪḖᵫ
ᵣᶪᶇ ᵥᵪᵇᶇ ᶮᶫᵾ ♥ ≢ᶎᵆ ᵶᵮᶣᶂᶅᵬᵾᵡᶍ ᶍ ᶊᴲᵲᶫᶇᵣᵥḌḷḪḖᵫᵣᶉᵣᶎᵹᶎᶉᵣᴳᵣ ᵪᶨ
ᶬᵸᶇזּ ᶍ ᶎ ᶉᵮ ᵧᶪᶡᶍᵿ 5G000 ᶡᵣᶉᵣᵿᶬᵥᶇ ᶮᶫᶪᵫᴲᶈᵥᵶᶅᵼᵥᵣᵧᶪᶍᵪᴳᵼᶲᶉᵲᶇᶱ ᶂᶅᵣᶪᶧ
ᶩ ᵮ ᵮᶘᵬb ᶇ ·ᵶᵣ ᶱᵶᶅᵣᶪᴳ
ᵲᶍ ᴲ ᶎᵸᶆᶊ ᵪᶨ ᶩ ᵣᶅ1Ǝ.5 ᷂ḵᶚᶈ ᶫᵾᴲּׂש ᶍ ᶆᵡᶪᴲᵣᶮᶥ6ᶅ4 9HḩᴻḐḳᶍ ᶍ
ᶊ ᶱ┌ ᵶᴲ ᶍ ᶍ ᶊ ᶂᶅᵣᵾᴳ ᵪᶨᶎ ᶍ ᶊ ᶨᶫᶅɟv ᶎ ᵧᶉᵣG

ᵶᵪᵶ ᶍּׂש ᶍ ᵫ ᶍ ᶇᶉᶪᵲᶍ ᶎᴲ ᶍ ᶇᵶᶅᶔᵴᶮᵶᵣ↨ ᶉ ᶇ ᵧᶨᶫᶪᴳᵼᵶᶅᵲᶍᵡᶇ
ᵫ ᶆᵬᵾᶨᴲ ᶎ ᶍ ᶊ ᶩᴲ ᶗפֿ ᶫᶏᵣᵣᵿᵰᵿᴳ ᶍ ᶎᵲᵲᶝᶆ ᶊᵆ ᶆb ᶲ

ᶆᵣᵾᴳ

ᴴ ᶍ ᶎ ᵶᵣ
ᶎ ᵪᶨ ᵶᶧᵥᶇᵶᵾᵫᴲּק ᶎᵸᵫᶩᶃᵣᶅ ᶱ ᶠᶧᵥᶇᵶᵾᴳᶣᶎᶩ ᶍ ᶱ ᶅᵣᶅᴲᵼᶍ ᵴᵫ

ᵪᶂᶅᵣᵾᵾᶠᴲ ᶍ ᶆ ᶅᶪᶇᶎ ᵧᶉᵪᶂᵾᵪᶨᵿᶬᵥᴳᵶᵪᵶᵼᶍ ᶎ ᶍᵆ ᵇᶱ ᵧᶪG
ᵲᶫᶱ ᵣᵾ ╢ᵫ ᵣ ᶂᵾᵿᶬᵥᴳּׂש ᶍ ᵣᶊᵩᵰᶪɕᵴᶊ᷄ḱᶹḦḋ᷄ḁ᷿ᴻḻᵿᴳ
ᵾᵿᵲᶍᵡᶇᴲ ᵰᶉᵲᶇᶊ ᶨᵫקּ ᶚᶈᶍ ᶆᶇᶂᶅᵬᵾ ᶱ ᵺᶊ ᵾᶍᶆᴲ ᶎ ᶨᶊᶡᵣᶀᵣᶀᵲᶍ ᶱ
ᵣ ᵪᵺᶅᵣᶪᴳᵲᶍḇᶹḧḻ᷅ᵿᵪᶨ ᶍקּ ᵫ ᵪᶫᶉᵪᶂᵾᶍᶡ ᵿᶬᵥᴳ



ᵣᶧᵣᶧ ᶍ ♩ ᶎ ᶱ ᵸᶪᴳ ᶍ ֩ שּׂ ᶗᶍ
֪ᶱ Ɫ Ⱳᵣᶊ1.5 ᷂ḵ ᶞᴲ ᶍ ᵫᵣᶪ ᶍ ᶇᶉᶪ ᶝᶆ
ᵸᶪᴳ ᶎᵲᵲᵪᶨ ᶱ ᶲᶆᴲ ᶱ ᵸᶪᶃᶡᶩᵿᶂᵾG ≥ᶍ
ᵣ ᶉᶨ ᶅᶪᶇ ᶲᶆᵣᵾᶎᵹᵿᴳ
ᵣᶮᶥᶪ ᶆᶎᴲ ᶝᶆᶍ ᶊᶡ ᵫᵣᵾᶎᵹᶉᶍᶆּך ᶡᶉᵮ
ᶊ ᵶᵾᵲᶇᶍ ᵫᶃᵪᶉᵣᵫᴲ ᶆᵡᶫᶏ ᶎᵸᶆᶊ ᵶᶅᵣᶉᵣ

ᶍᶆᴲ ᶝᶆ ᵫ ᵬᵹᶊ ᶆᵬᵾᵲᶇᶍ ᵫ ᵮᴳ
ᶎᵲᶍ ᴲ ᶍ ∞ ᵫᶮᵪᶂᶅᵣᵾᶎᵹᵿᴳ ᶍ ḳᴻḐᶎ ᶇ

ᵫᶮᵪᶂᶅᵣᶫᶏ ᶆᵬᶪᴳ ᶍ ᶊᶎ64.9 ᶍּׂש ᶊ ᶱ ᵮᶎ
ᵹᶇᴲ ᶊᶎ ᵫ ᵣᶅᵣᵾᴳ
ᵼᶍ ᴲᶊᶮᵪᶊᵪᵬ ᶩᴲ ᵾᶀᶍ ᶍ ᵪᶨ ▓ᵫᶔᶩᶃᵰᶅᵬᵾᴳ
ᶉḈᶻḻḘᴻḁḐᶆᶡ ᵬᵾᶍᵪᴲ ᶝᵷᵣ▓ᶇ ᵫ ᶫ ᵣᴲ ᶊᶎ

ᵪᶨ ᵰᵾᴳᵲᶍ ▓ᶱ ᵰᶪᵾᶠ ᶡּׂש ᶡ ᶊ ᶂᵾG ᵫ ᶂᵾ
ᶩᴲ ᶊ ᵶᵾᶩᶇᵣᵥᵲᶇᶡᵡᶂᵾᵪᶡᵶᶫᶉᵣᴳ ᶊ ᶂᶅᵣᵾ ᶍ
ᶎᵲᶍ▓ᶊ ᵶᴲ ᶉᶨ ᵧᶪּזᶍ ᶱ ᶂᶅᵣᵾG
ᶎᵲᶍ ᶱ ᵴᶉᵪᶂᵾᴳᵲᶍ ᶎᶝᵿ ᶎᶉᵣᵫᴲ ᶎ ᵶᶅᵣᵾ

ᶍᶆ ▓Ǝᶊ ᶫᶅ ᶍ ᶊᵡᵾᶪ ᶗ ᶱ ᵬᴲ ▒ ᶊ ᵶᵾᴳ
ᶔᵿᶲ ᵪᶨᶎ ᵫ ᵧᶅᵣᵾᵫᴲᵲᶍ ▓ᶆᶎ ᶍ ᶊᶎ ᵾᶀ
ᶍ┌ ᵫ ᶆᵬᶉᵪᶂᵾᶍᵿᴳ

ᵫ1.5 ᷂ḵ ᶞ ᶍᵆ ᵫ ᵇᵡᵾᶩɕᶆ ᶪᶇᴲᵼᶍ200 ᶚᶈ ᵫᴲᵲᶍ
ᶆ ᶡ ᶍ ᵣ ᶇᶍ ᶍ ᶇᶉᶪᴳd ᵫe ᵮ ᶍ ᶎᵲᵲᶍ

ᵲᶇᵿᴳᵲᵲᶊᵡᶂᵾ֩ ֪ᶍ ᵮᶍ ᵫᴲ ᵶᵣ ▓ᶊ ᶫᵾᶍᶱ ᵾ ᶍ
ᶎᵆᵲᶫᶎ ᵣᵾᴲ ᶨᶎ ᵫᶃᵣᶅᵣᶪ ᶊ┴ᵣᶉᵣᵇᶇᶝᵸᶝᵸ ᵣ
ᶂᵾᴳ
ᵼᵲᵪᶨ ᶗ ᵫᶩᴲ ֩ ᶍḾ ᵡᵾᶩ֪ᶊ ᶲᶆ ᶱ ᶂᵾᴳ



ᴴ█ ᵪᶨ ᶱ ᶀ ᶪ
ᵸᶪᶇ▓ᵫᶣᶲᵿᵾᶠᴲ ᶎᵆᵸᶮᴲᵪᵪᶫᵇᶇ ᶱᵪᵰᴲχ ᶨּׂש ᶗᶉᵿ
ᶫ ᶟᴳ ᶎ█ ᶱ ᵴᶫᵾᶮᵰᶆᴲ ᵫ ᵴᶫᴲ ᵾᶀᶎᵶᶍᵭᶱ
ᶩ ᶱ ᶩᴲאל ᶱ ᶨᵶאלⱴᶱ ᶨᵺᶅᶍ ᶇᶉᶂᵾᴳ ᶡ ᶊ ᵵᶂᶅ
ᶱ ᶩᴲ ᵳᶬᴲ ᶎᵱ ᵿᶂᵾ ֩ ֪ᶍ ᶊ ᵫᵡᶩᴲ ᶍ

ᶩ ᵫᵣᵾᴳᵆ ᶎᵡᵼᵲᵿᴲᵪᵪᶫƎ ᵪᵪᶫᵇᶇ ᶎ ᶱᵪᵰᴲ ᶍ ᶍ ᶍ
ᶱ ᶂᵾᴳ
ᶚᶈᶆ ᶱ ᶂᶅᵣᵾ ᵾᶀᶡᴲ ᶍּך ᶡ ᶩ ᵴᶫᶪ ᶉ ᶊ

·ᶇ ᶱ ᶨᵶᴲᶃᵣᶊ50 ᶚᶈᶊᶉᶂᶅᵶᶝᶂᵾᴳᶣᵫᶅ ᶍ ᵫ
ᶊ ᶩᵪᵪᶪᶡ ᶍ ᶱ ᶨᶫᶅ ᶫᴲ ᶊ ᵫ ᶩᵪᵪᶂᶅᶃᵣᶊ ᶍ ᶱ
ᶂᵾᶍᵿᶂᵾᴳ
ᵲᵥᶉᶪᶇ ᶇᶉᶂᵾ ᶍ ᶎᴲᵫ ᶱ ᵶᶅ ᵱᵾᶍᶆᴲּׂש ᶍ
ᶊᶎᶝᶩ ᶞ ᵣᵹᶩ ᶂᶅᵣᶪᶇ ᵫ ᵣᶃᵣᶅᵬᶅ ᶱ ᶨᶫᶪG ᵲᶍ ᶊ

ᶉᶪᶇ ᵣᶍ ᶇ│ᶉᶩᴲ ᵫ ᶱ ᶪᶍᶊ ᶊᶉᶩᴲ╗ ᶆ ᶃ ᶃᶍ ᶱᶇᶪ
ᶡᵣᵾᴳ ᶍ ᶱ ᶆ ᵶᶅᴲ ᶎᵲᶍ ᶉᵮ ᵶᴲᶡᶇ ᵾ ᶱ ᶩ ᶪ
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